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1 は しが き

ブラジル北東部は,通称ノルデステ (Nordeste)と呼ばれ,Maranh孟O,Piaui,Ceara,RioGrand

doNorte,Paraiba,Pernanbuco,Alaloas,Sergipe,Bahiaの9州から成る｡パライバ州から南の一

部海岸地帯を除 くと,ノルデステの大部分は,年降水量800mm以下の半乾燥地域である (Guerra,

1955;Ratisbona,1976)｡この半乾燥地域を主たる研究対象として,文部省の海外学術調査 ･研究が

実施され,筆者は1972,86,88,89,90年度の各調査隊1)に参加 し,主に水収支,水利用の研究分野

を分担 した｡研究成果の一部はすでに公表 してきたが (Hida,1976,1988,1991),小論では,現地

調査の一端に組み込むことのできたベベ ドゥロ潅漑事業について取 り上げる｡

セル トン(serはo)と呼ばれるブラジル北東部の奥地は,早魅 (セッカ,seca)の常襲地帯であり,

濯概農業の普及を拒み続けてきた (Hall,1978)｡このような状況下でベベ ドゥロ事業 (以下,濯概

を略)は企画された｡事業用地は,ベルナンブコ州,ペ トロリーナから北東約45kmのサンフラン

シスコ川左岸にある(図 1)｡この一帯は,セル トンのなかでも特に降水量が少なく,年平均降水量

は420mm程度,雨季は11月から翌 4月までの6か月間である｡しかし,降水量は少ないとはいえ,

年平均気温は26oCと年間を通 して高いので,水さえ得 られれば,農業に適 した用地はふんだんに得

られるとさえ言われている｡

ベベ ドゥロ事業は,1970年代の初頭,北東部サンフランシスコ川沿いの濯概諸事業の内で,特に

パイロット事業 として着手されたものである｡小論では,この事業がどのように計画され, どのよ

うに事業化されたのか,その過程を1972年度の調査 (1973年 1月実施)と,その時点で入手 した若

干の文献 (ARJ/SUVALE,1972;Matos,1973;Ministeriodolnterior,1971;SUDENE,1968;

SUVALE,1971)によって裏付けながら,初期段階にあった1970年代初頭のベベ ドゥロ事業の実状

を把握 し,さらにその後10数年を経て実動の段階に入ったベベ ドゥロ事業において,入植農家の営
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農がどのように展開されているのかを,1986年度 (同年 8月)に実施 したアンケー ト調査によって

把握した｡なお,両年度の補足調査は,1988年度 (同年10月)に実施 した｡

図 1 ベベ ドゥロ濯激事業 PBII地区の位置

図 2 ベベ ドゥロ潅漉事業 PBII地区

SUVALE (1971)に一部加筆
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2 ベベ ドゥロ事業の輪郭

2.1 経 過

ブラジルの南大西洋に接する,南は リオグランデ ドス-ル RioGrandedoSul州から北はセアラ

Ceara州に至る幅およそ800-1,000kmのベル ト地帯には,1970年当時の算定で1,300,000haの濯

概可能地域があるとされている｡ブラジル政府は,この地域の開発を目的に"長期濯概計画''(Pr0-

gramaPlurianualdeIrrigaeao,PPIと略記)を立て,それを1971年から10年の間に実現 しようと

企画した (MinisteriodoInterior,1971)O事業量はこの計画書によると全体で105か所,総面積

1,139,662haに及ぶ｡

この内,サンフランシスコ川流域 (607,300km2)に含まれる事業量は,39か所,136,810haであ

るc SUVALE(SuperintendenciadoValedoS孟oFrancisco)とDNOCS(DepartmentoNacional

deObrasContraasSecas)がこれらの事業を施行する｡SUVALEは28か所,124,320haを分担

し,DNOCSは11か所,12,490haを分担する｡これから述べるべべ ドゥロ事業 ProjetoBebedouro

はSUVALEが分担 した上記の28か所の事業の内の 1つである｡

ベベ ドゥロ事業は"長期濯概計画"の中に繰 りこまれる前に,すでにSUDENE(Superintendecia

doDesenvolvimentodoNordeste)によって計画され,それを受けてSUVALEが事業を施行する

ことになった｡実際に1972年現在 "長期濯瀧計画"の中で事業が完了しているのは,べべ ドゥロ事

業だけであった｡その意味で SUDENEはこの事業を,それ以降に実施されることになるPPI計画

におけるパイロット事業 として位置づけた｡サンフランシスコ川流域内の事業外のものも含めて見

積った場合,さきにあげた "長期濯概計画"の総面積の約半分はノルデステにある｡

ベベ ドゥロ事業はPB-Ⅰ地区とPB-ⅠⅠ地区に分かれている｡PB-Ⅰ地区は政府主導型で事業

がすすめられ,1972年時点ですでに完成 していた｡PB-ⅠⅠ地区は民間主導型で,当時事業が進行中

であった｡PBIII地区は I地区の北側に隣接 しているoPPI(1971)によるとPB-i,PB-II地

区の濯慨面積は,それぞれ1,100ha,576haとされている｡しかし,AgenciaRegionaldeJuえzeiro,

SUVALE(1972)によると,PB-I,PB-ⅠⅠ地区の濯慨面積,および入植者の宅地等を含めた全

事業面積 (ha)は次のとお りである2)0

PB-I PB-ⅠⅠ 計

全 体 1,500 1,000 2,500

内,濯概面積 1,114 735 1,849

以下,小論でとり上げるのは,ベベ ドゥロ事業の PBII地区についてである (図 2)｡

ベベ ドゥロ事業-これは ProjetoBebodouroまたはProjetodeIrrigaeaodeBebedouroと呼ば

れている｡この事業は1960年 9月,ブラジル政府 と国連 との協定により,サンフランシスコ川の

Submさdio地域 (ノルデステにはいって流れの方向を北から東に変える周辺のサンフランシスコ川

流域をさす)3)における土地 と水資源の総合的な開発を目的として立案された｡1961年 1月,FAOと

SUDENEによってこの計画が具体化されることになった｡FAOとSUDENEの技術者達は調査の

結果,Submedio地域には,507×1,000haの濯概可能な土地のあることを認めた｡パイロット事業

としての濯概計画 を実施す るために,この地域 にあったファセンダ ･ベベ ドゥロ Fazenda

Bebedouroの私有地のうち,9,000haを政府が買い上げた｡ベベ ドゥロ事業の実施地区はこの土也

の一部を使っている｡事業者にべべ ドゥロが冠せられたゆえんである0(bebeは｢飲む｣の意｡douro

は ｢金｣が本来の意味,ここでは ｢水｣を意味する｡)

SUDENEは1963年に実験農場をここに設営 した｡1968年末にSUDENEは最初の入植者16家族

を選び入植させた｡地区内のもっとも南よりの土地が選ばれ,1969年に作付けが一部 (220ha)開始
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された.すでに全事業が完成 しているPB-Ⅰ地区には1973年 1月現在で94家族が入植 してお り,残

る22家族の入植 も程なく完了するみこみであった｡

2.2 日 的

PPIの計画当時, ノルデステがかかえている問題点はつぎの点にあった｡第 1に,ブラジル中南

部 Centro-Sul(リオデジャネイロ,サンパウロ,その周辺)とその経済的な格差がきわめて大きい

ことであるC労働力は慢性的にCentro-Sulに流れている｡セッカに対する政府の対策 も従来は短期

的なものであった｡第 2に,食料,工業製品の外国依存率が大 きいことである｡そして第 3に,工

業の発展がほとんどみられないことである｡このような状況のもとで,ノルデステの慢性的な後進

性は一向に改善 されなかった｡農業に基礎 をお くサンフランシスコ川流域の土地 と水資源の総合的

な開発が,この問題 を解決する一つの方法 としてとり上げられて くる｡セッカの時でも苛酷な自然

に打ち勝てる農業基盤をつ くることが重要視 されるようになった｡

流域内にはい くつかの開発拠点地域が設定された.ペ トロ1)-ナ ･ジュアゼイロ地域 Area de

Petrolina-Juazeiroもその 1つで､この地域の計画をGrandeProjetoJPと呼んでいる｡年降水量

約500mm弱程度のこの地域は,ノルデステの半乾燥地域の中でセッカのもっとも多発するところ

である｡ベベ ドゥロ事業はこの JP大計画 GrandeProjetoJPの一環 として実施 された｡JP大計画

に含まれる濯慨事業 (197ト74に実施) としては次のものが挙げられる｡

Projet Salitro 6,500ha

J/ Massangano 8,600〟

// Favela 6,000〟

/∫ MalhadaRea1 4,000〟

〝 Bebedouro 2,500〟

Tota1 27,600〟

ペ トロリーナ ･ジュアゼイロ地域 を開発する優位性は次の点にあるとされた.

(a)水路,陸路 とも交通の優がよい｡(b)市場が大 きい｡ペ トロリーナ ･ジュアゼイロはもとより交

通網が整備されているため,レシーフェ,サルパ ドル SalbadorからCentroISulの諸都市をも市場

の圏内に入れることができる｡(C)ェネルギーが得やすい｡電力はCHESF(CentraisHidroeletrica

S急oFrancisco)-主体はパウロアフォンソ PauloAfonsoの水力発電-から供給されるOベベ ド

ゥロ計画地区内で69KVを13.8KVにさげる｡能力は5mKA｡(d)投資効率が大 きい｡

SUVALEはベベ ドゥロ事業 をパイロット事業 としてほかの計画に先がけて具体化 した｡計画を

実施する事務所は､5a.AgenciaRegionaldeJuえzeiro(SUVALEの出先機関)である｡ベベ ドゥ

ロ事業はもともと濯概事業単独のものであるが,実際には入植 も兼ねているので,内実はべべ ドゥ

ロ濯瀧,入植事業 (ProjetdelrrigaG急oeColonizae孟odeBebedouro)の意味をもつO

ベベ ドゥロ事業の目的は次の点にある｡(a)土地,水資源の潜在能力を開発することによって土地

基礎の整備 をし､近代的農業技術,機械 を導入して農産物の増産をはかる｡(b)分散 している農家を

単位地区にまとめることによって,農民の生活向上をはかる｡(C)都市に対する食料の供給,および

その結果 うまれる国の農産物輸入の削減によって,ブラジル社会の経済的発展に寄与する｡(d)地方

食品工業への原料供給,近代農業,サービス機能の達成によってペ トロリーナ ･ジュアゼイロ地域

の発展に寄与する｡(e)このほか開発地域のための実験的モデル地区とする｡また新 しい濯慨システ

ムをこの地方に広めるためのモデル とする｡

以上のような事業 目的に基づいて,最終的に達成すべ き目標は次のように企画された｡(a)気候変

軌 とくにセッカに対する経済的な安定 と農産物の安定供給｡(b)土地 ･水質源の開発 と同時に,労
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働力の流出防止,地域内就業をめざす｡(C)1人当りの農業所得を高め,経済的な地域格差を是正す

る｡(a)農民の社会的,経済的責任を自覚させる｡(e)ノルデステ奥地の発展をうながす｡

2,3 濯排水方法

サンフランシスコ川の水を,潅概計画地区のある同川の左岸にポンプで揚水する｡揚水された水

は, 川とほぼ直角の方向-送水され,その先から支線用水路をとおってほ場へ引き込まれる｡ほ場

は川の方向に緩傾斜 しているのでほ場で余った水は,土地の傾斜にそって再びサンフランシスコ川

-排水される｡末端用水路からほ場に水を引き込むところでは,何本 ものビニール製のサイフオン

が使われるoこの方法はイスラエルで開発されたもので,乾燥ないし半乾燥の濯ラ既事業においては

しばしば採用されている｡用排水施設の構成は次のとお りである (記号は図 2参照)｡

揚 水 機

能力＼揚水機 EB-P(基幹) EB- Ⅰ lEB-ⅠⅠ EB-ⅠⅠⅠ EB-IV

ポ ン プ 数 5 3 7 4 3

総揚水能力1/sec揚 程m 2,700 260 750 486 305

各揚水機場 と中央管理事務所 とは電話で連絡をとる｡

用 水 路

幹線用水路 (写真 1):2,450m,第 1支線水路 :10,428m,第 2支線水路 二26,128m,第 3支線

水路 :106,426m,パイプ管水路 :421m,動力による送水路 :1,165m,計 :147,018m｡

幹線水路,第 1,第 2支線水路の断面は台形03両がコンクリー ト作 り｡第 3支線水路の断面は

円形である｡コンクリー ト作 り｡幹線水路の送水能力は3,7001/secである｡

貯 水 池

1基,貯水能力2,850m3,配水の調整をおこなう｡側面は石垣,底はコンクリー ト.

水 路

排水路 (写真 1)の総延長は37,000mである｡ほ場内に数か所の実験井をおき,そこに水位計が

とりつけられている｡地下水位の高いところで排水がおこなわれる｡排水路は土水路であるため侵

食がはげしく,すでに荒廃 している｡

基幹揚水場 (EB-P)で揚水されたサンフランシスコ川の水の電気伝導度は50FLS/cm(水温30℃)

であり,それよりも数10m下流でほ場から川に排水される水のそれは,60/JS/cm(水温38.5℃)で

あった(いずれも1973年 1月17日11時30分測定)｡EB-Pで1973年の同日に採水 したサンフランシス

コ川の水の水質分析の結果は次のとお りであった｡

Na+ mg/1 1.6 C1-

me/1 0.07

K+ mg/1 9.6

me/1 0.24

Ca++ mg/1 5.5 BCG4.3

1

1

1

1

hJJ
ど

ど

e

m

m

m

m

1.06

0.156

17.3

0.1

me/1 0.28 アルカリ度 me/1 0.45

MgH mg/1 1.80 totalcations 0.74me/1

me/1 0.148 totalanions 0.77me/1
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写真1 ベベドゥロ濯漉事業,PB-Ⅰ地区の幹線用水路 (左)と排水路 (右)(1988年10月,筆者推影)

2.4 栽培植物の選定

ベベ ドゥロ事業地区内の農業試験所は,サンフランシスコ川のSubmさdio地域の土壌(ラトゾル,

latosolが主)にもっとも適 している栽培植物が何であるかを,植付けの時期,肥料,土壌の改良,

ほ場の大きさ,濯概の技術,水の必要量,病虫害の駆除などの点を考慮しながら吟味 した｡

研究のためにまず最初に植付けられたものは,キビ, トウモロコシ,落花生,大豆,ジャガイモ,

綿花およびフォラジェイラスForrageirasである｡(Forrageirasは,背がのびないで地面上または

地中で農産物のできる植物の総称｡カボチャやスイカなど地面上に生産物のできるグラミネアス

Gramineasと,サツマイモなど地中に生産物のできるレグミノーザスLeguminosasとにわかれ

るO)その次に植えたものは, トマ ト,メロン,スイカ,ピーマン,ニンジン,玉ネギ,ブ ドウであ

る｡また1971年現在,成長を観察中のものには,かんきつ類,ピニヤ (松の実),カキ,イチジク,

モモがある｡植付け実験が上のものより後手にまわっているものに,ムギ,カラスムギ,ヒエ,ア

ルファルファ,山イも マンジョウカ,バナナがある｡

実験の結果,次の栽培植物がベベ ドゥロ事業地区に通 していることがわかった｡

elefante(牧草の 1種) 160,000kg/ha(生産性)

マメ (フェジョン) 1,800kg/ha 玉 ネ ギ 37,000kg/ha

ラッカセイ 3,000kg/ha ニ ン ジ ン 25,000kg/ha

ブ ド ウ 15,000kg/ha ジャガイモ 17,000kg/ha

ト マ ト 80,000kg/ha サツマイモ 25,000kg/ha

メ ロ ン 15,000kg/ha 山 イ モ 37,000kg/ha

この結果にもとづいて,1968年にべべ ドゥロ事業地区の南端部16区画 (パルセ-ラスParcelas)

をパイロット地区に決めてここに16家族を入植させ,次の点を考慮して実験をさらに拡大した｡(a)

農物産を商業ベースにのせる方法を検討する｡(b)入植者の栽培能力,濯概の管理能力を評価する｡

(C)入植者の経営の中に牧畜をどのように導入するかを検討する｡このパイロット地区の実験に基づ

いて,計画地区中の濯概の方法,農業金融,農産物の商業化,地区内管理のシステム化,就労可能

人口の確保などの問題がより改良される｡

ベベ ドゥロ事業において入植者は,農作物の栽培 と同時に牧畜をかねることになっている｡入植
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者にわり当てられるほ場の中で栽培条件の悪い土地が,畜産用の土地に当てられている(図2参照)｡

以上のような実験にもとづいて,SUVALEはベベ ドゥロ事業地区内の栽培植物 を次のように決

定した｡選択の基準 としては,農産物の経済的な意味 と植物生態が考慮されている｡入植者は,自

家消費する農産物 (トウモロコシ,マンジョウカ,フェジョンなど)をつ くる畑だけは自由に使え

るが,その他の土地はSUVALEの選定 した栽培植物を植付けなければならない｡

(a) ブラジルの輸入農産物を削減するためのもの (一般には賛沢品)｡

ブ ドウ(食用):2,800t/年を生産する｡その結果,現在のブラジルの輸入量を6,000tから3,200

tにへらす｡将来はワイン用のブ ドウも栽培する｡

メロン :テンドラルTendral種 と黄色バレンシアValencianoamarelo種の成育がよい｡この

2種のメロンの生産量でブラジル国内の需要は十分にまかなえるO将来は輸出も可能｡

イチジク :干したイチジクをつ くる｡

このほか(a)の目的のためには,ニンニク,アルビステalpiste(ヒエの類),麦,アルファルファを栽

培する必要があるが,この点についてはさらに検討を要する｡

(b) 国内の地域的不均衡を是正するためのもの,ノルデステの市場に生鮮食料品を安定供給するO

従来,農産物はサンパウロ方面から輸送されてお り,いたみが激 しかった｡

トマ ト二ノルデステは トマ トの需要に対 して供給がきわめて不安定であった｡そこで生食用 と

して12,000t/午,加工用 として8,000t/年の トマ トを生産する｡

ジャガイモ :ノルデステで消費されるジャガイモは,これまでサンパウロ,パラナ両州から輸

送されていた｡この需要量をベベ ドゥロ地区で生産する｡

玉ネギ :ノルデステにおいては年中栽培できる｡南の地方で栽培できない時期に,ノルデステ

から輸送する｡

ほかに,山イモ,スイカ,ニンジン,キャベツ,マメ, トウモロコシ,牧草がある｡

(C) 食品工業原料を供給するためのもの｡綿花のほか, トマ ト,ピメンタン,ブ ドウが選定され

るみこみである｡

(d) 牧畜｡牛乳を生産 し,この地方の人々に安 く供給する｡ノルデステでは現在牛乳は高 くて一

般に普及していない｡1974年には10,0001/日の牛乳を予定している｡

2.5 入植者の選定

ベベ ドゥロ事業の入植センターが入植者の選定を行なう｡入植者は申請書 と健康診断にもとづい

て選定され,その後90日間訓練をうける｡

申請書の内容は次のとお りである｡(a)住所,(b)年齢､(C)土地所有の有無,(d)家族員数,(e)労働能

力,(f)農業の知識,(ど)リーダーシップ,(h)社交性,(i)新 しい土地-の順応性,(j)農業経験, (k)教育

程度｡

健康診断の結果,次の病気をもつ者の入植は許されない｡(a)肺病,(b)Chaga病-Chagaという虫

にさされておこる病気｡ノルデステに多い｡(C)マラリア,(d)内臓･皮膚障害,(e)Bouba,(f)Luess,

(g)らい病,(h)天然痘,(i)Brucelose,(j)Esquistossomose(飲水が原因で寄生虫が体内にはいりこみ,

腹が出てくる病気,ノルデステに多い)｡

1970年に応募 した700人の入植希望者の内健康診断に合格 した者は113人であり,さらに申請書を

評価 した結果,残った者は67人であった｡

90日間の訓練期間中は,家族の生活を維持するために必要な小額の補助金が支給される｡訓練は,

農業技術の習得 と入植地における生活の順応をうながすために,全員が合宿 しておこなう｡おしえ

られる教科は,農業,濯概,土壌,肉牛 ･乳牛の飼育,組合,入植,農家経営,昇給,一般教養で
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ある｡訓練がおわる時には各教科について試験がある｡訓練施設は,80人を対象 として教室350m2,
合宿所750m2,2つの倉庫 と食堂506m2,訓練用農地34haおよび農業用機械類がある｡

入植者は1971年現在,1回目-2回目に入った人を合わせて94家族であった｡まもなく最後の入

植者22家族が入るという｡ベベ ドゥロ事業地区に入植 した人々はパルセレ-イロParcelieroと呼ば

れる｡これはリオ人がカリオカ,サンパウロ人がパウリスタとよばれるのと同じである｡入植者の

年令は18-45オに及び,家族月数は平均 8-10人である｡

ベベ ドゥロ事業のほ場の大きさは,1区画 5-14haであり,全体で122のほ場に区分されている

(PB-Ⅰ地区)｡1区画の大小は次の点を考慮してきめられている｡(a)土壌条件から,どのような栽

培植物を入れるか｡その場合の区画はどの程度が適当か,(b)入植者の耕作能力や機械を使いこなす

能力の差,および家族員数｡そしてSUVALEから与えられた入植者の平均耕作面積は,1家族当り

9haであった｡計画地区内には,入植者の村 5つ と管理サービス関係施設の村 2つがある｡入植者

のほ場は,自分の家からなるべ く近いところに選定される｡適作距離は平均 して 1kmである｡入

植者は2年据置,20年払いで 1haにつき2,500CrzS(クロゼ一口)を政府に返済しなければならな

い｡20年が短かすぎるという理由から,いずれ40年にされる可能性 もある｡

2.6 サービス機関

(a)組合｡入植者はベベ ドゥロ農業協同組合 CooperativaAgricoladeBebedouroLtda.に加入

する｡この組合は,入植者のために農作物の買いつけ,原料 ･生活必需品の販売などを行 う｡組合

は資材,商業,財政の3部門にわかれている｡組合はサンパウロのCOTIAと連絡をとって農産物を

市場-送る｡

(b) 教育｡大人の教育,子どもの基礎教育が行われている｡地区内の子どもの教育から,将来は

地区外の子どもの教育も行 う方針である｡

(C) 健康管理｡医者 と歯医者が入植者の健康相談にのる｡Sanitaria,Profilaxia,Imunizacao,

Higieneの教育が行われている｡

(d) 地区内の公共施設は次のとおりである｡診療所 1,学校 2,組合学校 1,農業クラブ 1,健

康相談分隊 1,サッカーグラウンド1,婦人のための料理学校 2｡

3 1973年当時の事業の実状

1973年 1月現在,すでに入植 している人々 (94家族)は,濯概の方法,栽培の方法を習得 した上,

新 しい社会にも順調になじんでいる｡入植者間の人間関係も良好である｡生活水準はカーテンガに

住んでいた頃よりはるかに向上した｡スイカの栽培で 1haから1年間に40万円の収入を上げてい

る者もいるo以下,ここではAgenciaRegionaldeJuazeiro(1972)により,農産物の栽培に関す

る若干の数値を示 した (表 1, 2, 3)0

水使用量は,1日21時間水を使 うという前提で,1ha当り毎秒1.14リットルを必要 とする｡しか

し実際には3日に1度 ぐらいの割合で潅水を行っているという｡水の価格は,1973年 3月現在で(当

時 1CrzS-42円),1m3当 り0.008CrzS(0.096円)で あ り,近 い将 来,1m3当 り0.024Crz

S (1.008円)に値上げする予定であった｡

4 1986年当時の事業の展開

ベベ ドゥロ事業が実働の段階に入った1986年 8月の調査では,PB-Ⅰ地区の農家を対象に営農に

関するアンケー ト調査を実施 した｡調査項 目は,家族構成,入植年,耕作面積,栽培作物,家畜頭

数,年収である｡50戸の農家を任意に選定 し,IBGEの職員の協力を得て各農家を個別に訪問しなが
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表 1 1972年の生産計画

作 物 作付面積 給生産量 粗 収 入

ha トン CrzS
ト マ ト 119.02 5,951 1,785,300.00

じ ゃ が い も 84.36 1,063 531,500.00

メ ロ ン 367.19 3,672 _1,652,400.00
綿 花 433.26 866.5 1,039,800.00

落 花 生 119.17 298 208,600.00

ス イ カ 81.54 2,546 489,200.00

玉 ネ ギ 53.28 1,225 490,000.00

トウ モ ロ コ シ 100.00 200 250,000.00

ブ ド ウレ ク ミノー ゼ' 459.006.50 52 156.0001.00

*豆科の植物,肥料にするO
(症) 作付面積には,PB-ll地区の一部を含むQ

表 2 1972年の作付面積 (ha)

作 物 作 付 時 i 計1月 2月 3月 4月 5月 6月

メ ロ ンス イ カト マ ト 26.30 16.50 3.50 3.30 2.00 1.300.50 51.601.3036.44

9.35 9.50 10.1231.24 6.65 0.32

7工ジョン(豆) 3.601.00 10.87 2.50 1.50 18.47トウ モ ロ コ シブ ド ウ玉 ネ ギジ ャ ガ イ モ綿 花Capim 牧 草 1.1017.28136.366.301.00 1.40137.8648.526.301.001.00

表 3 1972年の収穫面積 (ha)

作 物 収 穫 時 計

1月 2月 3月 4月 5月 6月

メ ロ ン 1.00 1.00 24.5514.50 10.5015.75 4.008.50 3.508.80 44.55

ス イ カト フ ト 14.20104.65 1.002.00 15.2049.55

フ エ ジ ョ ン 3.50 2.00 1.00 6.50

表 1-3ともSUDENE,SUVALE等の資料による｡

ら上の調査事項をきき取った｡その結果,

50戸の仝農家から回答が得 られた｡それ

を分析すると以下のとお りである｡

家族構成 50戸の農家の総人口は385

人o内,大人は230人,子供は155人であ

った｡1戸当りの家族構成員は7.7人,内,

大人は4.6人,子供は3.1人である｡家族

構成員の最大の農家は19人 (内,大人11

人),最小の農家は2人 (内,大人 2人)

であった｡ノルデステの人達は,一般に

大人と子供の区別を年齢で分けるのでは

なく,農良仕事などを一人前にこなせる

ようになった人を ｢大人｣と見なす｡上

に示 した数値 も,このような現実を反映

しているので大人の人数が多い｡

入 植 年 入植年次別の農 家数 は,

1969-70年に5戸,1971-75年に26戸,

1976-80年に11戸,1981-85年に7戸,

不明 1戸であった｡概 して1970年代の入

植農家が多い｡

耕作面積 農家 1戸当りの平均耕作面

積は9.55haである｡耕作面積の規模別

の戸数を例示すれば,6ha2戸,7ha

3戸,8ha7戸,9ha7戸,10ha6戸,

11ha2戸,12ha6戸である (図 4参

顔)｡耕作面積の最大は20ha/戸,最小は

4.5ha/戸であった｡

栽培作物 1986年 8月現在,PB-Ⅰ地

区の50戸の農家によって栽培されていた

作物種 目は,カボチャ,棉,バナナ,玉

ネギ,豆 (Macassar),豆 (Mulatinho),

スイカ,メロン,トウモロコシ,トマ ト,

ブ ドウの11種 の ほか,その他 として

Arroz,Mandioca,Amendoimであった

(写真 2)｡これらの種 目の内で,各農家

ともほぼ共通 して栽培 しているのがスイカとトマ トである｡これらに次いで,ブ ドウ,豆類を栽培

している農家が多い (図 3).1戸当りの平均栽培種 目は4.9である｡ただし,これらの栽培種目は

あくまで8月の時点のものであり,他のシーズンにおいては,また別の栽培種 目の組み合わせが生

まれることになろう｡

家 畜 50戸の農家によって飼育されていた家畜の総数は,ウシ145頭,ヤギ38頭,その他 (ブ

タなど)366頭であった｡ 1戸当りの最大飼育頭数は,ウシで18頭,ヤギで10頭である｡ただし,戟

培耕作面積の大きい農家が,家畜の飼育頭数 も多いとは限らない｡例えば,6ha耕作農家における
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写真 2 濯激によるスイカおよび玉ネギの栽培,PB-I地区 (1988年10月,筆者撮影)
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図 3 PB-1地区50戸の農家による種目別栽培作物のひんど分布,1986年8月

注.各農家が栽培している作物種目の合計 (1986年8月のアンケ-ト調査より作成)

1戸当りの家畜の平均飼育頭数はゼロ頭,以下 7haで7.6頭,8haで9.1頭,9haで17.5頭,10ha

で11.5頭,11haで18頭,12haで15.7頭であった｡

年 収 アンケー ト調査によれば,50戸の農家の年給収入は,5,851,000CrzSであり,従って

1戸当りの平均年収は117,020CrzSである4)｡年収の最大の農家は,280,000CrzS(家族 9人,1973

年入植,12ha耕作,豆 (Mul.),スイカ, トマ ト,ブ ドウの 4種栽培,ウシ3頭飼育)である｡

農家の年収の多少は何によってきまるのか｡各農家の年収 と耕作面積の関係を図 4に示した｡こ

こで年収 (y)と耕作面積 (Ⅹ)との間の相関は,y-48.40+7.18Ⅹによって表示されるが,相関係

数はr-0.37と低い値を示す｡従って,年収の多少は耕作面積の大 きさによってきまるとは言えな

い｡また家畜の飼育頭数 も年収の大きさをきめる要因として指摘するほどのものではない｡
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図 4 PB-Ⅰ地区50戸の農家の年収 (CrzS)と耕作面積 (ha)の相関,1986年8月

注 :④は50戸の平均,117,020CrzS,9.55ha(1986年 8月のアンケー ト調査より作成)

図4に示されている比較的年収の大きい農家に共通 していることは,他の農家に比べて入植年次

が比較的早いという点である｡結局,年収を大きくしている主要因は,1986年の時点においては入

植後の営農の経験,特にその時々の需要から年収を最大にする栽培作物をどのように組み合わせる

か,などによってきまってくると言えるのかもしれない｡

補 遺 1988年10月27日に測定した幹線用水路および排水路 (写真 1参照)の電気伝導度と水

温は,それぞれ64JJS/cm,26℃ (同日10時10分),350/JS/cm,28.2℃ (同日10時55分)であった｡

幹線用水路の水は,揚水直後のサンフランシスコ川の水である｡この水の電気伝導度は,1973年 1

月測定の値,60/JS/cm,38.5℃とほぼ同一である｡また排水路の値350JJS/cm も決 して高い値では

ない｡Clementinoら (1982)によると,PB- Ⅰ地区全域の土壌 (latosol)の塩分含有量は標準的

な値を示す｡
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注

1)1972年度 (代表･町田 貞,No･7213),1986年度 (代表･西沢利栄,No･61041011),1988-90年度 (代

表 ･西沢利栄,No.63041024)0

2)その後の7う ジル政府出版物によると,PB-I地区の濯概面積は1,060haである (Ministさriodointe.

rior,CODEVASF,1982)｡

3)サンフランシスコ川流域は,上流からAlto,M6dio,Submedio,Baixoの 5流域に区分される｡

4)1986年 8月現,1CrzSは非公定で約 8円｡公定ではこれよりも低い｡
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